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日
ｒ
上
８
６
９
。
０
１
６
Ａ
■
■
０
６
日
６
９
◆
ｂ
ｌ
９
０
９
１
ｂ
・
日
日
Ⅱ
Ｏ
ｒ
Ｌ
-
■
Ｂ
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も
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１
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凸
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ｒ
．
Ⅱ
■
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Ｉ
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Ｉ
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Ｏ
Ｕ

》江城蹄・雨余．

閏
明
月
夕
。

上
壹
室
壼

若
套
行
贈
鎮
八
二
三
、

’●●酔一●■

売
主
吟
妻
白
干
菫
、
簿
誇
鋪
雲
婁
訴
塵
．
牢
騒
一
一
十
戸
余
歳
。
謹
懐
窮
巷
老
詩
仙
。
瓢
壱
搭
膝
耽
佳
句
。
家
徒
回

董寒請然。嘔盤箙肝晨自菫“千臺不一厘一文黄《鴦呼奇語篭人舅寝一事。自薑惠神忌才子。言不見乗

猛雨

猛
両
洗
漢
石
急

富
一
声
闇
。
．

甜
慕
李
王
孫
。
雲
才
黛
等
倫
．
雲
霊
紺
血
満
。
箏
吐
完
花
新
。
不
作
世
間
語
。
案
荒
天
上
人
。
好
軍
祭
蓋
篇
。
章

窒察←請然。零一価

キー
●

■

●
６
寺
■

ｐ
ｂ

壷
了
風
却
伽
Ｊ
-
小
乍
．
・
室
ョ
っ

諸
孫
甫
七
歳
。
名
既
藪
奈
箏
・
蔚
脹
室
千
石
ゞ
堰
化
成
一
家
。
完
雄
殿
鉄
爲
。
雲
母
筆
金
蛇
。
追
蓬
蕊
由
及
。
汗

・一．恥

流従・邑雲．

曙
が
弄
枯
章
・
尺
口
諒
臺
謙
”
小
亭
街
幽
門
、
孤
喧
圧
筐
杢
。
信
手
不
恵
膨
。
壽
慣
琴
在
工
。
菫
一
無
作
家
気
。
瑚

当
浅
緯
琴
《
｜
←
…
茎
ゞ
→
》
｜
》

将
沈
水
雲

｡

鋪一伎凉風誌

●

鈩

到 自
写
小
二

石
筥
這
録
鋲
診
》
一
汀
歳
蓮
霞
絢
″
竿
蕾
尚
浮
雲
。
余
憲
樹
照
響
。
顎
痴
沙
際
分
．
風
唄
罵
堤
敵
。
礦

凰趣行薑嘗一一声含方家辰。款杢千里雲。短塗や稿一叫親。蕊薑方堪跡。椰処街播人。非
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日
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１
十
１
-
，
凸
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６
０
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■
け
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ｂ
■
■
Ｉ
■
９
■
■
■
且
■
５
日
９
０
Ⅱ
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Ｔ
１
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６
０
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６
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●
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（
事
平
生
向
誰
這
。
弓
子
椙
壹
吉
不
幸
。
休
三
天
一
卜
壷

言
言
毒
・
語
。
舅
逆
誰
迄
孟
写
輯
。
鶴
子
嘉
龍
鐡
作
雲
。

二
。
栽
愁
明
日
河
橘
別
。
鶉
爵
重
唱
相
違
行
。

舌
菫
罰
塞
不
通
舅
．
薑
居
祭
日
俗
声
ヅ
・
風
入
幽
》
塞

奎
噸
不
己
。
坐
使
主
人
爽
化
員
。
朗
吟
相
対
双
眼
碧
。

奎
噸
不
已
。
坐
使
主

画
掴
竹
歌

我
育
昆
言
堪
荊
鐘
。
二
一
尺
古
渡
泣
完
工
・
王
装
掲
蚕
千
復
侃
。
壁
塵
埋
却
一
眼
策
。
龍
冒
久
蔵
誌
文
言
。
禁
柁
績

渋
湾
血
痕
。
十
三
重
琶
醒
龍
魂
。
托
憧
夜
註
妖
精
奔
。
今
萱
一
刀
里
載
塵
静
。
我
且
持
此
昭
葺
讓
。
臺
天
雲
黒
雷
雨

寂
書
玲
琉
。
篝
迂

髻
刀
歌

湘
江
掲
竹
孫
圭
孫
。
藷
妻
長
伴
双
峨
魂
”
千
一
耳
古
恨
恨
末
己
．
黙
馳
猶
凝
涙
血
禁
。
蒻
翠
穂
菫
島
壽
室
。
月
思
議

寂
響
玲
琉
。
篝
迂
眠
籠
窯
処
尋
。
宗
潭
一
夜
鶏
怨
吟
〃

渋
湾
血
痕
々
十
三
重
署
》

垂
．
貝
碍
嫉
挺
醗
匡
飛
，

九
罵
哩
。
｛
ハ
詑
癸
．
義
和
屋
夛
執
報
表
勾
芒
既
難
駐
托
暁
《
尋
収
容
勇
断
柳
髪
。
天
呉
駝
渇
幾
回
移
．
錘
準
星
》

朧
無
休
歌
。
箏
人
副
我
千
日
酒
．
沈
亘
常
笑
神
仙
室
”
解
餌
薑
毫
言
白
王
。
不
鵡
軌
蔑
言
龍
肉
。
整
地
水
過
蟠
幸
龍

死
．
薑
台
宝
雲
無
前
録
▽
郭
杳
杳
骨
久
枯
朽
。
朔
児
溌
魂
哺
脈
脈
・

謂
斬
舌
臺
歌

餅
歌
或
作
六
誌

軍
淫
工
滝
不
卦
爵
で
｛
且
〉
六
国

休
三
天
一
卜
無
知
己
《
子
今
知
我
減
知
子
．
蒙
桂
園
中
文
字
散
ゞ
醗
眼
相

●

籠
我
作
雲
。
弄
跡
調
顎
案
榎
面
ゞ
相
違
這
得
不
椙
離
。
金
講
簿
．
空
穎

凰
入
幽
霊
作
薫
彌
。
凉
陰
活
地
騨
塞
気
。
添
得
苦
死
刷
言
霊
。
細
細
古

二男仁｛震
■
ぬ
■
＋
Ｌ
ご

一

戸

●

言

●
一
寺
全
。
。

で一一一

一
凸
》
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石
山
石
燗
渇
塵
芯
・
海
ト
｜
仙
人
悲
表
蔑
っ
崇
毛
數
耗
方

煩
這
秋
嗣
。
害
意
一
日
冷
浪
苛
死
。
雪
隠
議
需
不
育
夷
。

要
。
壼
歎
又
鏡
装
震
信
。
、
畦
．
￥
》
《

画
大
重
-
《
峠
》
護
：
・
》
・
一

鮎
燕
脂
涙
。
請
実

上
昇
詞

ロ
蒙
衣
。
草
魚
鱗

巽
小
虫
声
。
壼
至

・壱仙謡

亨
雲
収
尽
暁
江
白
。
菫
索
病
肌
髻
絹
簿
。
紛
紅
羊
落
潟
菫
圧
。

諾
燕
脂
涙
。
請
笑
錦
蕊
未
云
幾
。
騨
争
風
冷
芳
魂
究
。

怪
畠
繍
松
声
咄
咄
。
樋
陰
一
壱
篝
印
狐
跡
。
我
寮
訪
古
入
霧
郭
。
嚴
圏
吠
日
日
光
簿
。
黒
石
古
書
半
欲
凝
。
壷
一
挙
断

鐡
款
死
一
源
？
陰
気
一
凄
害
頻
菫
髪
。
冷
紅
氾
一
莞
疑
幽
血
。
酒
瓢
倒
一
昼
、
陳
短
一
睾
。
慾
雲
圧
空
空
一
毒
一
指
。
燐
光
鶚
芙
均
言

雨
・
千
年
恨
貴
建
申
語
。

朽
木
酒
器
歌

誰
試
千
垂
木
龍
子
。
龍

俸
酔
郷
簔
．
木
竈
不
演

禍
減
訪
古
歌

草
魚
鱗
。
九
一
融
壹
清
鶉
一
・
弓
購
読
方
《
く
《
。
ｇ
杉
，
一
雲
』
。
に

壗

養

骨

言

。

天

誌

人

書

享

盲

垂

ｊ

身

→

、

嗣
蘆
踏
卉
：
人
闇
歌

廣

壼
至
竪
一
冠
向
清
冷
。
拳
謂
往
往
貝
柘
倉
。
：
畠
；
“

◎

需

翰

。

壹

薑

／

〃

麻
闇
、
、
／
素
宍
十
イ
飛
一
青
拮
売
。

辰

謹
喬
花

木 龍
竈 子
不 ・
漬 龍
謹 貴
賓 割
一 一

タ ヒ 弱
９房営・ 両

褒 酒
珀 器
吉 。
黒 龍
骨 髄
常 B
饒 枯・漆

一

『ヒ
ー鳳、

０

講一確一心．００。。》？。．ｄ

睦溌鰹露塞霊函蕊鐸韓壷鉾睡齢謹輝謹
藍
漫
罵
蓉
霊
醤
睡
溌
静
拳
鮮
瞬
な
露
籍
豊
黛
謬
翰

震
畜
．
椚
奎
幾
宍
朝
天
路
。
鴬
至
論
雲
不
堪
吹
。
｜
十
二
棲

訊
碧
濫
菫
荒
青
田
画
衰
竈
躍
力
絹
新
種
。
日
暮
杢
雲
慾
不

鮎。○

賓
来
瓊
原
爲
推
解
。
睡
迂
涜
波
歩
耒
試
。
鏡
中
鮎

龍
気
全
消
只
酒
気
・
碧
錦
寓
主
舅
好
事
．
凋
乏
長

一

●
や
◆
ロ
。。

←
《
ｒ

■

①

●今８--９●

■

●

●

①吾■■

伊

叱

●
や
、
●
巳
●
●
申
少
》
、
ｏ
ｏ
ｂ
．
」
Ｂ
今
●
■
●

●

。■●ｅ

》、緋。一・、．・・

二

■

嬢套雰寮健霊建診碆影琶・鷲咽．-．←
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̅

ｋ
漁
呂８2IJ
一心 尹
合
､ 一

壷

二 毒
し 旬 一
一

言
一

ｆ
ｅ

司 一

承；- 三 龍

扇：
牛；

ご ■

拝
″

戸
一p異

怒
⑦

試
涛
新

＝

兎 当

騨
- ４

気ｊ
ｄ

固

罰；完訓
噺；

０ ｺ

顎 ：
火１

今

● 』

中 』。Ｊ
実ｉｏｆ

ｌ

鬘二Ｉ
言三菖
篶；

画
．ｆ
岳：￥
･％司
訓
釦

Ｊ
６ｑ
ｄ

･甲
←１
- 型■｡ ｡

■９

大
輪
軋
雲
雲
不
・
流
。
・
涜
叉
夜
釧
声
加
牛
。

縮
奴
不
信
。
挙
頭
禮
日
一
雲
如
皀
．
火
壼

狐
嫁
辞

雌
風
吹
雪
弄
陰
蹟
．
同
紫
漉
眼
宋
受
塘
。
高
高
双
巨
．
掲
玉
認
。
煩
毫
僅
碧
金
糸
渚
。
郎
家
穴
塚
蜜
洞
房
。
老
妖
噸

曜
一
（
燭
光
。
雨
篭
一
為
昨
合
歓
筐
。
園
籟
為
歌
撒
帳
詞
．
絹
鍔
二
便
調
千
載
。
生
前
同
穴
亦
司
書
。
言
花
粘
体
綿
繍

熱 焔・淀
石 燭
臂 光
支 ･
頭 彌
珊 罷
瑚 黒
" { T

画
飛
潜
万
点
綴
月
構
稿
翌
羽
続
枝

醗
鏡
槙
飛
残
夜
色
。
細
議
長
、
一
ｖ
一
蟷
講
簿
，
諏

土
難
久
住
。
高
楼
画
菌
二
戸
燕
。
公
園
嗽
献

土
議
久
住
。
高
接

代
偉
亡

１

１

１

瞳人或水妻墾雲。｜尺鐵腰掌中篝。書雪双貝鬮冒嬉白一十一肌香祭衣篭。雪得疑一言錦花貯。那知崇３

蓉篝久住。一報鱒諾花不語。書魂已逐仙域去・紅雨夜泣讓脂一篭。金細綺演空菫十一。淀一忙愁月弔舗癖Ｉ

一三鳴琶未叡翌妻壽。蕊遥芭選不知夷“招魂無薊芽零雨。

［
Ｆ
ｒ
』
ぬ
き
ヂ
三
種
』
』
ノ

空
部
字
瘻
過
詩
癖
。
不
論
梧
簔
佳
弓
雲
。
興
来
一
檸
風
雨
快
。
龍
援
躍
寒
陶
家
壁
・
《
不
能
巧
帽
瞳
蜻
俗
塞
奔
駁
菫

這
田
水
月
。
首
神
無
法
言
糞
演
。
栽
亦
字
林
一
侠
客
・
一
、
頤
：
〆
蕊
，
壷
Ⅶ

風
宅
竹
歌

帥
邑
惠
不
二過一
尺
。

三
鴬
求
塞
人

此
君
枝
幹
珊
瑚
枝
。
細
漂
参
差
同
掎
那
。
小
爲
油
尾
弄
圭
翌
．
反
盆
撞
得
定
佳
致
・
細
細
香

ク

火
夫
漸
浸
巽
声
小
。

講簿・諏沫雪一徹任軍一、港．仙郁一別鶏時逼。深烟慢穴一一梢不語。

公
園
嗽
献
寒
受
一
窕
八
候
相
将
去
向
知
。
飛
琶
走
王
模
天
地
。

一

一

人閉窪一名一

７
＆争
今 ● ｃ
Ｑ - 一
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…

§

空
部
衰
。
空
擬
罎
少
年
壽
気
凌
空
緑
。
裁
読
不
解
簡
晴
俗
。
墓
嘔
応
血
逐
昌
否
。
苛
持
庸
裁
幽
完
実
。
老
霊
零

藪
蕩
銭
三
→
籠
姫
恕
藷
腰
一
束
．
鮫
人
織
鞘
光
深
嫌
．
雲
毫
茨
漣
檜
譲
景
．
阿
奎
湊
駆
車
両
軸
。
翻
飛
紅
簔
奪
銀

竹
。
繭
沓
走
一
六
一
町
白
奏
。
箔
零
歸
宋
門
域
王
．
古
雪
平
黒
己
．
古
血
今
断
裁
・
陰
燐
砿
雨
怪
翠
燭
。
溺
籠
洋
語
土

妖
黙
。
金
叙
客
鴎
鳥
程
酵
蠕
歌
相
勧
鶯
声
統
。
室
麓
辱
凰
桂
綜
服
．
小
玉
承
歓
歓
未
定
。
純
行
紅
渥
蜀
烟
馥
。

嘔
誼
寧
皿
下
知
患
。
霜
葵
吟
雲
青
霜
籟
-
だ
血
潮
枯
嘔
不
得
・
聿
宍
完
徒
老
蕊
逢
。
何
為
蕊
管
戻
篝
賓
．
黄
今
頁

句
照
奇
特
。
一

五
三
古
詩

払
簔
細
馬
。
満
腹

空
郎
衰

飛
魂
乍
作
飛
仙
吉
。
欲
朝
三
十
六
帝
航
。
呵
叱
小
蔑
走
宮
君
。
月
風
・
雪
露
涛
王
暑
。
天
鶏
一
暹
侭
陰
翰
。
飛
夫
倒

射
龍
翼
禁
。
垂
籔
一
室
銀
雲
表
。
宍
壱
九
点
斉
州
川
。

建
宗
弱
臺
嘩
月
色
．
宝
仙
相
言
服
不
白
筥
三
宮
旱
暁
宋
同
住
。
色
壬
繕
臨
桂
琶
晒
．
蒸
寵
雲
菫
扶
我
下
。
扶
素
欲

払
簔
細
馬
。
満
腹
仙
漿
紅
暁
珀
。
吐
作
仙
霞
向
牢
一
潟
。
．

鉄
雲
霧
沙
完
風
吹
。
宝
雄
夜
趣
発
毅
機
？
叱
吃
一
声
風
助
威
《
吠
出
怪
雲
仔
黒
猿
．
鉄
馬
陰
陰
鶏
万
蹄
。
字
刀
閃

月
殺
壼
宗
。
陰
手
拭
萄
盛
鬼
気
。
菫
際
扇
儲
欲
躍
雰
．
士
妖
木
遷
惨
雲
一
再
飛
露
酷
盲
凝
血
膣
。
霊
風
欲
死
崇
方

白
。
鉄
馬
路
空
去
窯
跡
。

伝
書
幌
襄
．
何
以
蔦
伴

秩
祁
完
風
誌

夢
一
大
二
薑

任幽堯笑一電一瞳。
一
石
筍
。
奇
雪
鋺
銑
蕎
籠
．

竃ザロ

誇詮率霊嘩驍驍忌呼睡壁豊野》塞彦ン屑

ら

し

〃

今

グ

一℃一一●←一隻戎》皇卸．、験・与一雫凌一ゞ扉塞澤雲惣震一・雲堂聴琴野委》
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蓬
議
譲
湧
罰
婁
畜
腎
婁
農
薑
豊
…

北
山
田
中
行

■溝
落
家
花
紫
．
煙
泊
損

雲代垂一涙。
試喬

桂
一
沌
吹
湾
沓
。
一
籠
壼
満
幽
戸
・
一
つ
グ
ー
示
山
月
。
木
客
雷
同
郷
。
月
露
洗
空
菫
。
月
色
正
瘡
薑
。
風
径
老
藤

鍵
餃
蔑
需

尭
夜
深
語

又

兀
兀
耽
苦
吟
・
吟
脅
老
幽
素
。
今
夕
陰
憲
禽
。
竹
暗
秋
菩
二
雨
。
飛
蛾
濃
燈
一
牝
。
｜
一
睡
室
神
一
霊
第
。
壗
南
拍
杳
一
涙
。
薑

以上一ぐあろ。一三・一文字に疑わ’一Ｖものがあるぴ竜改Ｌなかつ辰・

日
本
の
請
人
一
ぐ
．
琴
蛋
の
Ｕ
ｎ
ｎ
ろ
怪
奇
堅
さ
二
狐
ほ
ど
景
摸
Ｌ
え
た
巳
の
ｎ
あ
ま
り
あ
る
ま
い
。
中
皇
米
筆

と
明
一
乞
秋
室
と
、
い
す
狐
・
か
完
菫
で
弱
る
か
、
誠
引
の
小
伝
だ
け
で
口
知
ろ
こ
と
び
で
宍
、
め
・
両
者
に
な
に
が
し

の
交
渉
が
あ
っ
た
か
な
か
つ
灰
か
、
￥
楓
、
句
口
す
ぺ
て
今
懐
⑦
二
と
に
Ｌ
だ
い
。

と
二
言
で
・
李
雲
奎
濤
司
て
そ
⑦
怪
奇
そ
学
ん
だ
秋
壼
や
米
華
の
怪
奇
詩
が
、
李
舅
の
詩
の
も
つ
雲
涛
を
わ
穴

Ｌ
に
賞
え
き
せ
な
い
⑦
ｎ
な
ぜ
だ
ろ
う
．
や
は
〃
〉
で
⑦
漂
穿
が
ち
び
勺
の
Ｔ
は
な
い
か
。

款
室
の
作
品
芝
読
み
・
小
広
の
述
べ
る
か
楓
の
平
生
差
事
実
に
近
い
も
の
と
し
灰
と
ぎ
、
か
洞
に
か
ぶ
せ
る
評

諾
と
Ｌ
了
び
っ
衣
〃
す
ろ
⑦
ロ
壱
美
主
義
壱
で
お
弓
勺
か
・
Ｌ
Ｌ
そ
う
言
い
う
る
と
す
る
と
・
秋
室
の
ぶ
つ
な
針

。。

■
８
０
０
ｐ
-
０
１
Ｊ
Ｉ
１
ｌ
４
４
■
ｊ

煙
泊
槙
謎
翠
。
一
事
室
何
偲
采
。
蕊
葦
老
霊
腔
。
今
夜
夜
苗
開
。
漆
燈
引
新
宝
．
咽
咽
人
偏
去
。

一

ｒ-、０、Ｉｊｐ■-◆０１６７０１口■０■ｑＩｌｌｑ０■０■！ＩＤ■９画●４ｊ１９ｑ００も●’１６４国■ロームＩ■１１１凸日凸ロロロ０■■■ロ■００１８口且■Ｈ２ｇｐＢ■６６。■■■■■■■■■ｑｌＪｑ■■■且？◆●９６凸■■０●，００■■■で■ＸＵ０■０日■９０■■０皿■０７０’０７０口００’９ＤＰ０１画。０１０１０９凸▽●■ｆＵ■凸▼■■岳■日々
、６．＆■７６■Ｂ９ＢＧ６６Ｂ《●ｂ■■８９６Ｆ１日？ｈ

６
０
１
Ｂ
ｐ
ｌ
？
Ｉ
Ｂ
『 ｉ

季聴劃蜘幸衙噌鍾弱憂聾罪辱弱蕃量悪寒琶憩遡景鼎罰調璃認謹蕊躍憾蝿惑四調寵遡唾愁奄

垂
〃
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秋
室
の
詩
は
李
雪
の
詩
の
あ
る
一
面
と
似
す
ぎ
る
た
め
に
詩
と
Ｌ
Ｔ
高
く
評
価
詔
・
ぎ
ず
箒
の
秤
か
ら
推
測
Ｌ

う
ろ
か
ぎ
〃
で
何
李
薑
の
世
界
を
狡
く
限
刈
す
琴
穴
感
が
あ
『
て
狸
澪
音
と
Ｌ
Ｔ
も
案
し
元
と
こ
ま
天
持
ち
あ
げ

了
よ
い
か
迷
う
．
け
打
ど
も
-
た
ぶ
ん
か
椥
同
・
詩
人
と
Ｌ
了
お
の
打
の
作
芝
世
に
の
こ
す
気
も
．
研
究
者
と
し

一
-
-
苧
の
探
求
差
宕
深
に
す
る
気
も
易
ま
〃
画
く
．
好
言
マ
好
一
、
、
一
岬
、
た
ま
ら
ぬ
李
雲
の
詩
に
お
の
打
乏
近
づ
け
似

寺
、
ご
詞
ぼ
手
拭
で
届
足
し
た
人
か
一
戸
」
撒
切
・
詩
と
い
〉
、
っ
幻
の
世
界
垂
支
え
て
い
る
の
は
、
学
者
で
も
評
論
家
で

も
弓
く
・
秋
室
の
よ
う
載
窯
色
の
読
壱
の
詳
一
か
、
涙
ろ
よ
う
ワ
気
び
ご
ぬ
で
も
な
い
．（

一
九
七
五
年
十
二
月
十
六
日
）

ワ
い
、
雲
慕
者
乏
多
く
も
っ
た
た
め
に
李
雪
〉
一
く
の
人
ま
乖
雀
雲
王
簔
琶
と
貝
な
六
打
ろ
よ
う
に
ロ
ラ
庇
と
Ｌ
い
え
な
く
は

八

霧

記

・

訂

Ｖ

欺

巨

迂

李

鶚

一

署

四

・

三

コ

和
田
利
舅
氏
は
一
九
上
五
年
八
一
三
一
昌
甸
学
戟
で
ｘ
の
よ
う
に
宗
一
、
、
脚
た
《

壹
自
蹴
己
⑦
琶
作
中
に
ぼ
李
碧
⑦
名
何
舅
天
了
昌
Ｕ
キ
ー
ど
ん
が
．
辰
だ
『
七
艸
蒙
許
」
の
中
に
「
占
人
芦
句
．

云
・
天
舌
盲
信
天
亦
壱
-
一
の
旬
か
引
か
脚
了
い
ろ
こ
と
口
已
に
御
承
知
の
事
と
存
じ
ま
す
。
ま
涙
同
じ
頃
の

廻歌に「信福弓・ぼ月一一二雲井に老切べ、、！｝かばい行→く也乏一ｌらし「／くし了」というのび弱ります

ゞ
が
．
二
打
も
盲
切
李
雲
の
詞
⑦
熱
票
と
需
灼
詞
圭
．
す
が
如
何
で
・
し
よ
う
か
。
漱
已
文
献
中
明
弓
が
に
李
窒
⑦

罫
書
と
異
《
つ
洞
ろ
も
の
臆
以
上
の
二
例
し
か
損
任
の
と
二
言
気
づ
い
マ
ニ
リ
素
ご
ん
が
．
：
．
…

ハ
員
ハ
日
付
⑦
何
が
幸
一
峰
-
、
さ
ら
に
沢
⑦
装
う
に
教
え
今
掘
斥
。

ー

月
十
六
日
）
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売
勺
、
ロ
」
の
細
歌
阿
周
琶
皿
六
一
三
舅
に
砺
剛
幸
，
←
す
．
念
の
夜
め
。

二
⑦
示
教
に
ぷ
ゞ
了
全
車
乏
罠
ろ
と
-
細
歌
圃
明
治
二
十
二
年
六
月
作
「
討
月
育
感
」
一
一
重
の
そ
の
二
Ｔ
、
〉
言

の
一
は
八
蓬
主
の
薫
末
に
宿
る
月
彰
口
乙
か
Ｌ
ｎ
か
Ｌ
｛
ベ
、
が
た
詠
な
Ｕ
け
Ｕ
Ｖ
で
、
「
上
艸
集
讓
」
は
同
じ
寒
の

一室日二十一旦己作。「上艸雲」画一止岡一丁視床認、あ一る。

漱
一
ｂ
の
全
集
は
盛
行
し
て
い
る
か
今
、
紹
介
と
Ｌ
了
は
石
の
犯
田
氏
の
閑
到
な
一
二
×
で
零
査
尽
Ｌ
了
い
ろ
。
庇

だ
「
七
艸
崇
評
」
口
い
い
文
琴
で
あ
る
。
ま
だ
明
治
二
十
年
代
の
孝
雲
文
献
と
し
て
・
中
野
追
遙
の
「
偶
感
」
一

苣
と
要
に
杓
た
Ｌ
の
貢
雲
中
に
保
存
し
た
い
．

８

詞
完
デ
ー
文
情
漫
而
辞
濤
清
堯
超
脱
以
栂
韻
膳
憾
問
冨
宗
句
．
鄙
言
然
戻
王
微
珂
向
填
凡
工
下
手
且
先
輩
評
論
篇
一
・

至
叔
不
敢
薑
至
言
韻
語
鰭
所
不
解
只
舅
苣
薑
琶
実
況
義
之
身
加
燕
臥
雲
江
耳
和
人
琴
後
誰
信
景
壷
重
任
目
不
Ｉｇ

能
語
人
妻
任
化
解
不
必
雲
多
室
也
馬
濤
則
睾
壹
橇
俄
支
品
亦
自
言
読
去
不
覚
蓋
然
噴
呼
天
陀
一
大
割
場
也
人
３

生
加
長
亭
然
琴
中
砥
謂
毫
色
俳
侵
能
泣
，
八
筐
読
献
濤
整
扣
冥
出
假
娼
然
不
能
葉
酸
憧
之
情
況
涜
身
在
宜
へ
境
目

晴
冥
事
乎
抑
人
事
之
斐
襄
漕
之
一
這
誰
諜
冥
章
阪
弓
扣
吾
兄
十
年
之
僚
窯
再
遊
薑
江
追
憶
往
昔
悟
夫
之
仮
莞
微

之
舅
苣
之
幻
蔑
今
之
諄
低
個
願
掌
一
感
極
一
加
泣
下
琶
手
哉
又
昌
扣
奎
雲
畷
雪
乏
下
嘩
不
旛
今
昔
之
感
榧
詩
弔
阿

托
偲
忽
巷
失
捧
藷
・
囑
咽
者
子
哉
薑
箒
副
一
気
奔
放
縦
楕
叛
去
毫
露
篝
渋
之
体
毒
論
亦
奇
特
僕
輩
鮒
不
託
壽
視

，
一
王
窪
茅
之
箒
副
自
口
碑
妻
伝
至
纒
宍
小
説
細
大
渠
這
洪
鰄
不
琵
遥
取
一
馬
一
加
杼
自
家
胸
臆
可
誤
巧
美
不
知
吾
兄

校
課
之
今
何
蝦
鎮
稗
能
加
此
崖
天
壽
魎
劣
加
疎
搦
畠
風
鶴
獣
蚤
干
紅
慶
一
裡
風
流
鵠
事
蕩
黙
一
掃
塊
一
十
吾
兄
壱

多奏刈菅乏濤評存一抑文鉄這罵言穴才更三躍一唾一珠叙割雲不顛乎可惜可惜古人有句云天若甫

三
庚
汲
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一
ｂ
全
一
餡
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中
野
遺
遙
に
つ
い
て
は
泄
稿
「
中
野
這
這
」
（
近
刊
『
人
文
論
壽
』
二
回
号
）
に
の
べ
辰
の
で
く
〃
か
え
き
め

が
李
弩
に
か
か
わ
る
詩
の
製
桴
ｎ
明
治
一
手
←
）
年
。
八
仙
才
屋
駕
李
長
壹
Ｖ
（
本
田
鐘
竹
）
と
い
わ
伺
庇
宮
崎

菫
政
の
『
晴
駕
誇
詩
』
の
出
た
の
び
銅
岩
一
工
，
九
三
。
明
治
二
十
茸
代
に
ｎ
李
窒
の
詩
が
流
行
的
に
読
守
柄
た
ら

Ｌく’千のなかで敏冨迎茎くの饒乏渡見し淀のかｊ｜〕し抓め。

八
誰
詑
・
鯛
ｖ
一
一
○
世
紀
の
李
雲
（
五
）
漆
山
又
皿
郎
・
需
遣
這
試
崗
壺

一
九
亡
・
五
年
五
月
二
十
一
日
潤
印
の
諾
田
尹
氏
か
ら
の
票
鵡
中
に
沢
の
記
事
が
あ
う
辰
。

漆
山
又
皿
部
訳
註
本
ぼ
註
文
品
切
⑦
罵
切
昭
細
十
剛
年
頃
発
行
前
を
尋
ね
ま
し
た
ヒ
ニ
ズ
親
切
に
し
河

興
か
今
か
一
器
際
し
て
く
楓
鱈
か
汽
金
は
と
ら
な
》
か
つ
仮
よ
、
つ
な
記
憶
ぴ
あ
川
″
手
す

臘露麟臘藤驚驚購霞鷺蔦騨欝曝霞静雪鴬豊豊蔭堂驚篭鑿驚蕊謹蕊騨馨蕊簿蕊霧蕊藍蕊篭董發蔓侯藍季茎ゞ

こ
の
あ
と
に
七
室
絶
旬
九
重
乏
箒
え
る
が
割
莞
す
る
？
二
大
苦
言
債
一
大
亦
老
」
が
李
窒
の
「
金
銅
仙
人
辞
蕩
琶

の
句
で
あ
る
こ
と
口
い
う
舂
下
も
な
い
。
一
月
胡
無
限
月
戻
円
」
は
末
の
曼
卿
石
延
年
の
「
封
月
」
詩
⑦
句
．
宗

の
司
濤
先
の
『
温
酋
続
詩
詰
』
（
霊
代
詩
話
）
に
八
李
長
舌
歌
天
苦
芦
信
天
亦
老
、
人
以
為
奇
篭
無
封
、
晏
卿
対

月
月
如
窯
恨
月
長
円
、
人
以
高
莉
款
Ｖ
と
い
い
『
増
修
詩
話
擢
壼
』
巻
一
三
に
引
く
一
古
今
詩
話
』
が
八
孝
長
舌

歌
云
天
若
言
信
天
亦
老
以
爲
奇
怪
黒
対
已
壽
卿
云
月
叩
雲
恨
月
長
円
Ｖ
と
い
つ
。
淑
屋
は
あ
る
い
は
詩
話
に
エ
フ

ー
て
こ
洞
令
の
句
乏
扣
フ
た
の
か
も
Ｌ
れ
ぬ
。

溢 因 螢 情
奏 勿 異 天
而 勿 慾 一ｿI，
醗逼周 . 老 ；
愈 読 巧 月
醜毒．猶如
僕 還 上 窯
壹 撮 菫 ′ 隈
謂 下 不 日
敢 拙 局 長
厳 作 峯 円
鬘 散 謹 欲
亦 筥 而 拶
欲 附 至 評
爲記耳 x I 」
西 供 沿 萱
柁 劉 澗 而
之 雷 筒 不
美 僕 霊 龍
耳固細Ｉ亡
不 雨 日
解 微 得一 詩 風 一

、 故 蓋 読
前 遥 知
作 可 余
租 髪 言
奉 則 非
生 一 罪
硬 也 書
可 恐 蒸
笑 ‘ 愛 読
然 翫 則
舞 之 宰
塩 掻 甚
弓 小 霊
面 人 之
施 抱 犬
生 王 署
g l l 之 上
奏 弄 篇

-
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劇“詞蝿掴鋼蝿蝿廻緬麺痢縄調『詞翻翻澗卿脅４訓§禽判”８．７５４１訓口Ｊ１別

八

雑

記

・

閉

ｖ

啼

脹

一

目

印

・

一

両

・

一

頭

杜
南
⑦
一
博
含
弟
霞
書
目
中
都
已
達
江
凌
今
掘
一
署
替
月
末
行
李
合
到
雲
州
遥
喜
相
隷
團
円
一
町
喬
賦
詩
即
事
潰
呉

乎詞」何｛砺口江陦行一卜到宕と．伺打の碕仁か欧州に到らん・乱離生別ろろ百〃・来集病ま詩、原

卿
向
ヴ
ろ
べ
し
‘
魑
蛎
啼
眼
開
圭
、
朝
朝
水
楼
に
上
る
。
老
弓
須
今
く
付
託
す
べ
し
，
白
骨
更
に
向
一
之
方
蟇
ズ
と

李雷⑦「蘇川小歌」剛雨一卜「端眼」の語乏用い淀一例で・いず⑦ところ二、以外価例王調うない

も
し
楓
ｐ
い
と
黒
。
に
。

八
立
Ｖ
に
象
徴
幸
、
脳
例
ろ
舅
重
の
封
幻
迫
の
共
同
柱
ば
消
滅
す
，
ろ
二
と
に
王
司
了
（
民
謹
Ｔ
は
ロ
が
錠
で
表
六

凧
ろ
こ
と
仁
よ
う
一
く
）
-
」
か
堂
へ
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幻
掲
に
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化
し
な
い
（
Ｐ
和
）

人
悶
の
皀
己
幻
想
（
キ
長
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対
幻
想
）
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限
の
か
辰
ち
で
垂
ハ
同
幻
這
に
八
侵
蝕
Ｖ
一
、
楓
辰
状
態
乏
八
死
Ｖ

》
と
呼
飢
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Ｐ
色

こ
の
ほ
か
ユ
ン
グ
．
エ
リ
ア
ー
デ
な
ど
こ
こ
半
茸
ほ
ど
の
闇
に
乱
読
し
涙
書
物
の
な
か
に
も
．
い
く
つ
か
へ

、「蘇小川」恥肺えば便利写蔀事乏見出，」参三、ぬいてあ勺淀が、紡局、倹泊噂か》「←た．二打冷罵退

家
や
学
者
の
橋
這
河
仁
感
脳
す
る
が
、
〉
マ
杁
令
の
横
潟
万
が
見
出
し
た
理
論
一
卜
よ
う
了
中
国
の
た
ま
Ｌ
い
い
流
舸

乏美しく識節するのでばなく‘￥⑦塁論萱一のてほらはみ出すと二言に中国の本鶯が二ぽ帆おち了

い
一
膳
ご
ぬ
か
§
と
い
う
ま
わ
〃
く
と
天
、
を
、
｜
、
涙
し
ｎ
入
ず
か
ら
の
方
迭
と
Ｉ
辰
い
、
と
馬
フ
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
己
本
の
論
文
は
慎
重
下
・
理
論
適
用
の
範
囲
乏
注
童
が
か
く
限
宝
す
る
こ
と
を
志
制
な
Ｕ
・
→
お
莞
ぢ
く
ユ
ン
グ

八
籍
記
・
帥
ｖ
一
代

吉
本
隆
明
『
共
同
幻
退
論
』
夢
一
読
ん
Ｔ
い
丁
沢
の
二
祭
に
ぷ
っ
か
「
た
と
雫
、
、
「
蕊
小
川
」
の
注
に
し
勺
．
ろ
か
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